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の調査と収集を実施した。調査したリストは EVRI の HP にリンクと共に掲載されており，




































なお，本報告書提出時点（2021 年２月 15 日）時点では第９回セミナーは未実施であるが，


























































































本セミナーは，2020 年 12 月 26 日（土），EVRI 第 61 回定例セミナーとして本プロジェ
クトの主催，広島大学の異文化間教育推進室と International Network of Educational Institutes
（INEI）委員会の共催で実施した。 
司会の丸山恭司から趣旨説明が行われたのち，Brett R. Walter氏とRussell S. Kabir氏（広
島大学）が，INEI の主催で 2020 年 12 月 14 日・15 日に行われたシンポジウム”How is  
the Covid-19 global pandemic reshaping the debate on education?” の要旨を報告し，教師教
育の課題としては，テクノロジーの可能性と限界を意識した研修プログラムの開発，そし


























































































































・Reimers, F. M. & Schleicher, A. (Ed.) (2020): A framework to guide an education response to the 
COVID-19 Pandemic of 2020.OECD. 
 (https://www.hm.ee/sites/default/files/framework_guide_v1_002_harward.pdf) 
・東洋館出版社編（2020）『ポスト・コロナショックの学校で教師が考えておきたいこと』
東洋館出版社。 
 
― 8―
